
一
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定
期
検
診
や
血
圧
①
毎
月
一
二
十
才
以
上
の
全
員
に
体
重
と
ワ
ー
ー
ー

一
、
多
い
医
療
費
の
家
庭
経
済
義
国
保
一
検
診
を
つ
け
る
と
と
も
に
日
常
告
や
一
即
応
裂
を
行
な
い
、
手
警
交
付
し
二
一
瞥

d
m崎
市

川

列

厄

完

羽

訓

究

3
m
l
w
Zお
訪

日

必

石

弘

2
4

Eに
及
ぼ
す
影
響
や
病
人
の
精
神
的

J
Zにも
よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う

O
て
成
人
病
予
防
に
留
怠
す
る
。
二
一
投
一

Z
乃花ヨ
2
2
3ユ
完

ω
2
2
2
Z
7
n一

肉
体
的
措
白
し
み
を
な
く
す
た
め
に
、
積
一
@
寄
生
虫
の
定
即
時
百
俊
一
険
へ
の
近
一
②
各
家
庭
で
医
療
費
メ
モ
を
記
し
、
そ
一
一

f
i
l
-
-
l
l
i
}

一
極
的
に
健
康
を
増
進
す
る
覇
を
み
ん
有
1

一
の
軽
減
に
つ
と
め
る
。
一
一
一
蹴
一

m
m
広
明
防
相
初
釘
m
m
2
m
m
m甲
山

山

2
2
m
m
w
一

百

陸

間

伐

!

一

%

、

室

長

の

z
i
-
-
;
i
z
-
-
J
I
l
l
i
-
-い人
体

一

一
宮
目
黒
と
風
邪
が
だ
ん
ぜ
ん
多
い
。
一
回
遣
を
実
施
し
、
す
ば
ら
し

L
P丁
る
の
て
喜
望
走
行
ナ
巴

2と
士
九
又
一
数

1
5
7
4
?
?
?
8
5
5
?
4
2
6
4
7
4
4
3
7
5
5
4
4
5
什
引
1
一

一
歯
糾
疾
墨
最
仙
等
の
消
他
器
系
が
一
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
あ
と
三
ヶ
年
実
行
一
も
に
食
生
活
改
費
料
理
講
習
を
「
貫
一
一
川
喜

s
aお
刷

G
m
日
白
筋
羽

ω町
m
M
C
部
内
白
出
白
羽
白
お
%
都
知
四
一

一
主
主
一
去
、
主
一
位
は
風
邪
系
一
し
て
ま
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
と
く
一
義
務
で
行
な
い
、
ま
た
年
間
野
菜
ニ
卯
一
割
一

3

1

2

1

1

1

1

目
一

一
主
要
(
体
重
量
と
も
に
)
と
一
に
全
市
民
の
参
加
に
よ
る
奇
襲
の
-
括
計
画
に
よ
る
青
野
菜
ビ
タ
ミ
ン
を
と
一
一
票
一

J
i
-
-
l
1
i
l
l川
|
l
i
l
i
l
i
-
-
1
l
l
J

一
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
曹
の
生
活
一
実
践
に
よ
っ
て
大
人
も
子
供
も
健
康
一
る
こ
と
に
つ
と
め
る
。
二
投
一
E
d
l
;
1
4
f
t
;
'
;
!
;
1
7
;
る

1
2
1
2
1
2
3
善

津

戒

一

一

一

一

一

一

一

，

f
-
一

才

方

浄

才

示

方

方

方

矛

示

方

方

才

沙

才

矛

才

方

方

芳

才

方

才

一

一

予

食

べ

抱

注

意

し

て

お

れ

ば

予

防

で

一

増

進

へ

の

意

欲

裏

付

力

が

と

み

に

あ

十

④

そ

の

他

保

健

婦

は

、

オ

ー

ト

バ

イ

で

一

一

票

一

十

一

一

一
き
る
も
の
で
す
@
筒
ミ
ガ
キ
の
励
行
、
一
が
っ
て
き
た
こ
と
ま
、
誠
こ
好
ま
し
、
一
毎
日
長
指
導
、
家
庭

54Zょ
っ

。

一

二

洲

野

米

田

川

沢

谷

ノ

/

ノ

言

一

一

一

一

ー

l

l

L

一

F

i

f

一

一

一

一

仇

)

一

一

一

腹

八

分

目

で

よ

く

か

み

、

栄

養

食

の

改

一

こ

と

で

す

。

一

一

一

一

校

一

大

平

再

菅

大

柳

新

三

架

上

二

五
、
ウ
ガ
イ
の
明
司
皮
ふ
の
鍛
錬
、
高
司
矧
叫
司
副
は
。
一
な
ど
保
健
言
及
び
協
力
蓄
を
土
「

l
L
l「
I
l
l
i
-
-
-
-
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
一

一
早
期
叉
診
な
ど
に
つ
い
て
、
平
凡
な
一
市
内
で
一
番
医
療
費
の
高
い
大
川
で
一
心
に
涙
ぐ
ま
し
い
程
の
活
動
は
近
く
口
元
一
下
に
あ
っ
て
、
授
票
率
が
低
下
空
る
の
一
く
す
る
た
め
w
お

た

が

い

の

た

め

に

行

一

一

一
こ
と
な
が
ら
も
っ
と
真
剣
に
実
行
し
た
一
は
、
活
発
に
研
造
訪
を
お
こ
し
、
さ
一
成
す
る
八
ミ
リ
映
画
と
と
も
に
他
地
区
↑
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
け
た
。
に
一
な
つ
も
の
ふ
そ
の
根
本
で
あ
る
こ
と
一
患
い
)
一

一
い
も
の
で
す
。
一
る
十
月
そ
の
中
間
発
表
を
行
な
い
著
し
冨
の
よ
い
参
考
と
な
り
ま
し
ょ
う
o

一
も
か
か
り
り
ず
前
回
全
一
十
四
年
の
七
一
室
忘
れ
な
い
よ
っ
に
、
日
ご
ろ
か
ら
E
一
一
J

之

さ

時

帥

一

面
制
制
調
関
司
副
社
一
い
成
果
ま
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
一
一
一
、
四
三
%
)
に
出
ぺ
七
二
、
四
四
一
し
い
選
挙
の
あ
主
を
身
に
つ
け
た
い
一
と

U

一
F
E
U
-

一

一

一

一

一

一

と

カ

守

年

期

一

一

一

一

控

室

一

一

一

一

室

。

一

軒

辻

1
v
h
h町
内

心

純

一

の

方

置

い

ー

ー

し

i
l
l
-
-ロ
時

計

九

日

比

一

も

の

3
1
1
一

お

覇

防

昌

一

一

一

竹

一

1
E
F
-
-
i
o
b室
会

云

一

担

持

皇

国

を

上

ま

わ

る

帥

建

一

時

七

三

一

号

に

は

及

一

病

問

ま

し

た

一

議

♂

時

一

一

一

布

一

明

一

日

り

、

布

市

民

が

誌

記

に

な

っ

一

千

一

一

再

、

=

ヨ

り

は

一

万

喜

一

の

生

命

主

活

か

し

て

い

ま

喜

一

関

心

の

あ

ら

わ

れ

か

/

一

七

日

時

刊

誌

紘

一

一

英

科

医

の

塁

走

一

一

一

1

1

1

一

一

一

E
一
一
一
王
ハ
年
度
一
年
間
の
沢
一
滋
賀
は
、
一
て
ど
ノ
と
一
年
間
の
米
代
九
万
俵
、
=
一
一
ミ
ミ
メ
手
ご
三
ヨ
以
と
宥
一
一
三
な
一
こ
れ
は
コ
干
主
コ
ワ
違
廃
た
ヒ
三
っ
て
一

d

一

↑

↑

一

一

一

珂

一

昨

日

間

紅

白

紅

れ

M
H
U紅
開
ド
催
時
U
Hじれ
住

吉

川

住

民

日

一

町

民

諮

問

先

日

一

受

話

器

は

正

し

く

一

一

十

各

一

引

設

は

じ

め

の

官

、

見

た

ち

の

差

是

い

定

歩

す

る

。

と

れ

が

私

一

還

の

デ

ン

ク

ル

ベ

ル

で

は

由

が

な

い

こ

史

か

、

」

と

費

た

ち

も

い

ろ

い

一

ど

と

み

ら

れ

る

。

一

上

の

都

合

に

よ

η
退

職

さ

れ

ま

し

た

。

一

か

け

ま

し

ょ

う

↑

F

一

一

内

室

の

脱

出

さ

番

、

白

だ

っ

た

。

毎

還

の

ふ

全

つ

の

き

さ

ム

で

あ

る

。

と

、

平

事

供

た

ち

の

大

好

き

な

村

田

ろ

想

像

し

て

語

り

合

っ

た

が

未

だ

に

わ

一

地

域

別

に

投

票

成

績

を

出

版

し

て

み

一

後

任

と

し

て

森

先

生

(

写

真

)

を

む

-

一

翌

十

巾

日

、

毎

夜

、

zsf変
0

0

0

議
の
「
重
量
っ
て
足
。
か
号
、
た
だ
こ
の
天
草
ン
タ
ク
一
る
と
、
大
洲
、
平
野
、
南
久
米
及
び
主
義
景
ン
か
え
ま
一
言
、
筆
書
の
ご
習
を
い
一

;

一

一

は

っ

た

り

、

行

著

書

終

り

と

い

-

つ

際

学

園

の

子

供

た

ち

に

は

、

小

、

中

学

「

吹

け

ば

飛

ぶ

よ

う

な

将

棋

の

闘

の

い

ロ

ー

ス

に

害

し

て

い

る

。

心

温

ま

る

一

童

話

中

心

部

が

そ

周

辺

地

区

-

総

藤

議

ぐ

や

し

た

。

一

た

だ

き

ま

し

て

ま

こ

と

に

あ

り

さ

っ

一

四

一

紙

m
R
a
t
a
f
i
-
-
2
2
2
2大洲
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
っ
た
o

一
が
低
く
な
っ
て
い
る

O
V
5
1
4予去
の

一

ご

ざ

い

ま

す

。

一

一

報

ろ

っ

て

い

る

か

ど

っ

か

と

、

人

員

義

し

か

し

斗

貯

を

さ

せ

主

催

場

貿

易

つ

Z
R
-
z
o
o
o
dい
事

情

で

あ

る

つ

。

強

欝

総

:

互

さ

で

、

自

動

言

語

会

の

誠
一
一
日
日
一
山
中
町
ペ
ー
は
官
日
十
日
許
可
九
九
日
日
日
以
前
日
い
に
詰
訪
日
間
企
選
翠
は
一
一

4際立羽一一一一一一一一一一山一

一

こ

訂

丸

山

j
h
M
M
M
Uに
比

一

山
M
H
j当
日

刊

誌

に

Uvuh即
日

、

み

持

制

れ

当

時

訂

一

だ

れ

の

た

め

に

一

回

揖

詞

一

日

十

日

町

民

大

率

一

日

日

訪

れ

料

品

品

目

一

人
に
も
な
っ
た

2つ
な
る
も
の
だ
ろ
十
九
日
に
行
な
三
一
時
帰
宅
の
子
ら
が
帰
宅
、
さ
び
し
気
な
子
ら
を
連
れ
て
運
び
に
行
く
と
、
今
年
は
四
月
十
首
に
塁
吉
選
一
回
撃
面
詰
整
形
外
科
↑
し
く
か
か
っ
て
い
な
い
脅
か
多
く
て
一

う
と
不
安
で
た
ま
り
な
か
っ
た
。
し
か
長
年
は
自
主
く
し
て
キ
ヨ
ロ
キ
ヨ
ロ
く
な
っ
た
二
十
四
日
の
夜
に
、
残
留
し
震
が
持
つ
」
「
憶
に
そ
れ
を
」
挙
、
青
に
は
市
農
業
委
員
会
言
返
函
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
か
金
一
一
豆
諸
量
宅
通
上
支
障
を
来
た
し
て
一

し
、
子
供
と
い
ろ
も
の
害
賠
い
も
の
存
し
て
い
た
園
児
た
ち
も
今
年
主
て
い
る
十
名
近
く
の
子
供
た
ち
の
為
に
と
奪
い
合

-Zつ
に
、
可
な
り
一
重
い
荷
挙
と
昨
年
に
椙
つ
い
で
地
万
選
挙
が
行
「
鉱
業
株
式
会
社
一
島
、
飯
塚
山
一
お
り
ま
す
。
自
動
式
電
話
で
は
、
喜
一

で
集
団
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
社
交

i
t
-
-
f
e
t
i
a
l
-
f
t・
-a

物
芸
誌
を
し
な
が
ら
持
っ
て
上
つ
誇
れ
る
。
選
挙
の
た
び
に
だ
れ
で
も
一
一
戸
室
業
所
病
院
長
任
現
在
に
一
一

性、

tも
だ
ん
だ
ん
仰
び
て
最
判

f
f
U
J
大

洲

学

園

長

て

く

れ

る

o容量
ん
で
す
る

o
J
Zこ
と

は

、

選

挙

の

た

お

誠

一

警

品

れ

れ

い

mh寸
叩

桂

一

時

時

訴

訟

イ

学

一

喝

ト

軒

高

田

直

志

社

説

同

日

付

計

二

説

明

日

間

誌

は

一

回

仁

拍

車

町

時

長

一

ら

需

が

か

か

っ

て

通

じ

ま

せ

土

吋固いいが
ih--LHHMNU
日戸込
~

h

e

u

-

-

.

日

~

一

大

事

な

お

得

怠

先

の

電

請

守

山

一

へ

-

つ

こ

と

一

索

、

不

意

に

盟

し

て

、

数

時

間

、

三

わ

れ

る

。

こ

と

で

す

。

一

長

崎

県

善

意

義

所

長

等

兼

一

一

ど
っ
探
し
て
も
見
当
ら
ず
妥
十
一
一
回
目
と

Z
F貧
る

態

度

喜

と

、

今

度

は

本

当

の

サ

ン

タ

ク

ロ

ー

ス

こ

突

た

お

労

働

力

は

施

設

と

方

選

挙

は

望

ぎ

れ

る

側

の

お

で

主

任

一

が

あ
η
手品す
o

芝
、
手
ヤ
ル
で
つ
一

時
も
近
く
な
っ
て
大
型
の
警
の
方
ち
つ
い
て
き
た
。
大
き
い
男
の
子
議
案
て
下
さ
つ
弓
ど
こ
の
話
と
も
わ
法
と
を
考
え
れ
ば
、
次
す
に
大
き
い
人
く
あ
く
ま
で
お
た
が
い
の
生
活
を
よ
一
回
答
五
年
一
弓
陸
事
実
寸
-
た
が
る
即
時
区
間
で
あ
る
松
山
、
円
子
一

が
わ
ざ
わ
F
号
機
二
台
自
警
に
人
か
は
先
生
が
わ
り
に
中
々
し
っ
か
り
か
ら
な
い
。
蓄
の
服
装
で
忽
然
と
出
的
資
源
と
し
て
社
会
に
役
立
つ
に
脅

{

ι

二
お
か
げ
に
な
っ
た
と
ミ
お
話
し
の
一

積

ん

で

応

援

に

来

て

下

さ

っ

た

。

「

こ

し

た

つ

き

ぶ

り

を

見

せ

る

雪

三

官

、

思

い

も

よ

ら

ぬ

数

々

の

贈

り

物

な

い

。

管

、

周

却

の

号

、

京

都

の

↑

あ

と

義

景

正

し

く

か

か

っ

て

い

な

一

れ

で

探

し

で

も

分

-

早

か

っ

た

高

防

売

の

エ

プ

ロ

ン

刀

法

章

受

々

々

し

く

と

、

次

の

か

な

書

き

の

手

耐

震

し

て

名

裂

等

主

警

な

ど

の

雲

一

い

と

度

数

百

里

中

と

同

じ

く

働

い

庁

回

に

も

揺

し

ま

し

ょ

う

」

と

羽

切

な

較

に

つ

い

て

き

弓

震

と

去

っ

て

行

か

れ

た

。

「

フ

ユ

ク

籍

法

人

の

あ

や

ま

ち

に

よ

る

喜

一

て

メ

ー

タ

ー

詰

増

加

す

る

結

果

ぷ

そ
の
バ
査
さ
ん
は
言
っ
て
下
さ
っ
た
が
ク
リ
ス
マ
ス
も
二
十
三
日
、
去
年
私
が
サ
モ
、
ハ
ル
ニ
メ
ヲ
グ
ス
、
ヒ
カ
ゲ
ニ
思
え
ば
、
こ
の
人
た
ち
の
周
闘
を
よ
く
一
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
ご
注
意
下
さ
い

幸
い
に
も
、
ほ
ど
な
く
ケ
ロ
リ
と
し
て
借
り
も
の
の
服
装
で
白
い
つ
け
ひ
げ
、
ァ
リ
テ
モ
、
ス
コ
ヤ
カ
ニ
ソ
グ
テ
、
サ
す
る
こ
と
、
社
会
全
体
が
こ
の
人
た
ち
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
以
障
の
原
因

帰
っ
て
来
た
の
で
ホ
ツ
と
し
た
事
な
ど
そ
わ
ざ
と
し
わ
が
れ
芦
で
出
た
時
は
、
こ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
。
」
を
あ
や
J

長

り

な

く

守

り

育

て

る

こ

と

の

に

な

り

ま

ず

か

ら

、

お

使

い

に

な

っ

た

忘
れ
よ
う
も
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
同
長
だ
と
い
う
「
い
よ
い
よ
本
当
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
如
何
に
蓋
裏
で
あ
る
か
を
今
更
に
痛
感
ら
必
ず
受
話
器
を
正
し
く
か
け
て
い
た

そ
の
一
言
の
草
場
つ
い
て

Z
Z
Z予も
多
か
っ
た
の
お
っ
ち
P
ん

が

来

た

ん

立

言

す

る

の

で

あ

る

。

口

一

c
ま
す
主
つ
ご
協
力
を
お
願
い
主

今
で
は
割
合
き
き
わ
行
の
よ
い
部
類
と
が
、
今
年
は
ど
つ
も
皆
、
最
初
か
ら
知
は
目
を
く
る
く
る
し
て
先
生
の
一
人
々

な
っ
て
き
た
。
っ
て
い
た
ら
し
パ
。
そ
れ
で
私
も
通
り
々
に
報
き
し
て
い
た
。
「
あ
の
人
か
、

蓮月

昭和 38年 2月
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民
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多
い
、

回
目
腸
婦
と
か
ぜ

健
康
に

も
っ
と
気
を
つ
り
ょ
う

病
気
と
貧
乏
を
追
放
し
て
真
に
市
民
の
健
康
と
福
祉
を
っ
ち
た
て
る
た
め
、
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
w
大
洲

市
健
康
を
守
る
運
動
μ

五
ヶ
年
計
画
を
展
開
し
、
活
発
な
荷
川
加
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
の
成
果
を

集
約
し
て
み
る
と
、
受
診
…
出
や
医
療
出
貨
も
県
平
均
な
み
の
好
成
績
を
あ
げ
、
数
年
絞
に
は
「
そ
る
っ
て
健
康

問
る
い
町
民
巾
」
と
な
る
君
訟
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
A
Z
俊
一
史
に
縫
成
し
て
こ
の
運
認
を
活
発

に
す
す
め
、
市
民
一
人
一
人
が
積
倒
的
に
健
康
を
増
進
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
実
行
を
一
層
も
り
あ
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

初

zu

婚期

離婚
日

夕
生
じ
出
死

写
真
は

雪

の

中

、

食

物

な

ど

を

運

ぶ

学

園

の

子
供
た
ち

正t

放水

大

洲

電

報

電

話

局

一

両副"""""、内AP 戸、Fヤぬν込戸、，、-内々ν~ミ、，、，、内角

中村河原で
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め

ほ

ほ

衿

E
L
陀

ゆ

ほ

ィ
、
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
し
一
い
揚
合
が
多
い
も
の
で
す
。
で
き
る

ま
た
学
校
で
も
行
な
い
ま
す
。
一
だ
け
の
こ
と
を
し
て
み
て
、
い
け
な

口
、
要
す
る
も
の
は
治
療
し
て
お
く
一
い
と
こ
ろ
は
入
学
し
て
か
ら
あ
り
の
ま

ハ
、
見
過
し
易
い
む
し
歯
吋
ト
ラ
ホ
一
ま
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
先
生
と
協

l
ム
、
寄
生
虫
、
ア
デ
ノ
イ
ド
も
一
力
し
て
直
し
て
い
く
よ
つ
に
し
ま
し
ょ

根
治
し
て
お
く
。
一
ぅ
。
そ
う
い
う
親
の
素
直
な
気
持
が
き

ニ
、
陣
眠
を
正
し
く
充
分
と
る
よ
う
一
っ
と
、
あ
な
た
の
子
供
さ
ん
を
立
派
に

に

す

る

。

一

し

て

く

れ

ま

す

。

ホ
、
食
物
に
き
ら
い
が
な
い
主
つ
に
一
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
入

工
夫
す
る
。
一
学
前
に
一
度
来
て
い
た
だ
い
て
、
こ

用
心
し
た
い
。
し
つ
け
は
あ
せ
ら
ず
根
気
よ
く
真
に
一
ま
か
い
お
願
い
を
す
る
こ
と
と
思
い
ま

口
、
「
他
の
め
い
わ
く
」
「
一
子
供
の
身
に
な
っ
て
行
な
い
ま
し
ょ
う
一
す
か
ら
、
依
頼
が
あ
っ
た
ら
必
ず
お
出

身
の
き
け
ん
」
に
対
し
て
一
親
の
恥
だ
と
忌
つ
で
あ
せ
っ
て
直
そ
一
か
け
下
さ
い
。

は
「
い
け
ま
せ
ん
」
の
き
一
う
と
す
る
の
は
、
で
き
な
い
の
よ
り
悪
一
(
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
謀
)

き
わ
け
が
で
き
る
よ
う
に
一

ハ
、
自
分
で
や
る
よ
う
に
仕
一

向
け
て
よ
い
習
慣
に
み
ち
一

ぴ
く
。
。
鼻
を
か
む
一

@
一
着
物
を
き
る
。
手
を
洗
・
っ
一

@
慢
を
み
が
く
@
後
始
末
を
す
一

る
ニ
、
き
ま
り
よ
い
生
活
に
な
れ
さ
せ

て
い
く
@
寝
起
き
の
時
刻

。
テ
レ
ビ
の
時
間
。
朝
の
用
使

。
午
後
の
お
や
つ

ホ
、
友
だ
ち
と
仰
よ
く
遊
ぶ
よ
う

に
す
る
。

へ
、
き
め
た
こ
と
や
約
束
に
は
義
務

感
の
芽
生
え
を
い
だ
か
せ
る
。

①

べ

ん

き

ょ

う

一

物

の

十

ま

で

の

曇

が

わ

か

る

。

ィ
、
名
ま
え
を
よ
ば
れ
て
返
事
が
で
一
ホ
、
こ
と
ば
の
け
い
こ
l
「
い
っ
て

き
る
i
た
と
え
ば
、
太
郎
と
い
う
一
ま
い
り
ま
す
」
「
お
は
よ
う
ご
ざ

子
供
が
家
で
夕
)
ち
ゃ
ん
と
よ
ば
一
い
ま
す
」
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「

れ
て
い
た
ら
、
学
校
で
田
中
さ
ん
一
さ
よ
つ
な
ら
」
!
存
す
る
。

太
郎
さ
ん
と
一
言
わ
れ
で
も
返
事
し
一
ト
、
お
友
だ
ち
と
お
話
が
で
き
る

な

い

こ

と

が

あ

る

。

一

l
親
が
話
し
か
け
る
o

遊
ん
だ

口
、
ひ
ら
が
な
で
か
い
た
自
分
の
名
一
こ
と
や
絵
本
の
話
な
ど
を
き
い

ま
え
が
よ
め
る
し
書
け
れ
ば
な
お
一
て
や
る
。

結

構

。

一

ハ
、
父
母
の
名
ま
え
が
正
し
く
一
一
一
一
口
え
一
②
し
つ
け

住
所
も
正
し
く
答
え
ら
れ
る
。
一
ィ
、
い
ち
い
ち
「
い
け
ま
せ
ん
」
主

ニ
、
十
ま
T
数
え
ら
れ
て
、
実
際
の
一
義
で
は
子
供
を
ち
ぢ
め
る
こ
と
に
一
③
身
体

主一一一一ZE=======一三三三=============一三三==一三======き一三======z一三==一言語=一亘書三=========三一三三=一=一一==三三吉===========豆一一三一=一==一三一Z52522一言====一z=====一=三三宮

つ
な
い
だ
り
し
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
が
、
と
を
い
つ
も
話
し
て
く
れ
ま
す
。

え

又

の

日
M

と
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ら
つ
行
事
を
は
じ
め
ご
は
ん
を
や
ら
な
い
と
、
す
ぐ
ご
は
ん
ぼ
く
は
、
よ
く
兄
と
け
ん
か
霊
9
る

ら
れ
て
か
ら
五
年
に
も
な
る
と
い
う
。
こ
の
日
は
「
日
頃
の
お
と
う
さ
ん
の
労
苦
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
お
を
や
旦
ま
す
。
動
物
は
、
人
の
心
を
一
あ
る
白
の
事
、
け
ん
か
の
最
中
に
、
父

と
う
さ
ん
に
も
子
供
の
し
つ
け
や
家
庭
全
般
に
つ
い
て
、
み
つ
め
直
し
て
も
ら
い
考
え
直
し
て
も
ら
う
」
と
い
番
よ
く
知
っ
て
い
て
、
か
わ
い
い
と
言
が
帰
っ
て
来
て
、
さ
ん
ざ
ん
に
し
か
ら

う
一
趣
旨
で
毎
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で
の
約
二
週
間
を
父
親
週
闘
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
っ
て
い
ま
す
。
父
が
、
仕
事
か
ら
帰
る
れ
た
。
一
応
話
し
合
い
は
つ
い
た
が
、

の
で
、
特
に
一
月
十
日
を
H

父
の
日
u
と
し
、
こ
れ
に
ち
な
ん
棺
註
拍
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
と
、
と
び
つ
い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
父
父
に
、
習
字
で
「
け
ん
か
は
し
ま
せ
ん

す

る

一

一

編

の

作

品

も

そ

の

一

つ

で

あ

る

。

は

、

背

か

ら

、

消

防

団

に

は

い

っ

て

い

仲

良

く

し

ま

す

」

と

書

く

よ

う

に

言

わ

ま
す
。
父
の
二
分
自
の
申
で
一
番
年
よ
れ
、
ぼ
く
た
ち
二
人
は
、
二
階
で
一
生

八
時
ご
ろ
か
ら
、
夕
方
の
六
時
ご
ろ
ま
な
と
楽
し
く
食
事
を
し
ま
す
。
お
泊
を
り
だ
そ
う
で
す
。
サ
イ
レ
ン
が
な
る
と
け
ん
め
い
に
字
を
か
い
た
υ

学
校
へ
行

で
働
き
と
っ
し
で
す
。
昼
は
、
兄
の
お
飲
む
時
は
、
と
て
も
つ
れ
し
そ
う
で
す
ず
ば
や
く
、
か
け
つ
け
ま
す
。
く
一
洋
服
に
父
は
ぬ
い
つ
け
た
。
あ
す
必

お

と

う

さ

ん

、

あ

り

が

と

う

ま

た

父

は

、

ぼ

く

た

ち

の

聖

心

配

ず

こ

の

洋

服

を

着

い

て

を

よ

う

に

言

し
て
い
ま
す
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
、
ぽ
わ
れ
た
。
ぼ
く
た
ち
二
人
は
こ
ま
っ
た

く
た
ち
が
い
な
い
と
、
病
気
じ
ゃ
な
か
次
の
朝
、
ぼ
く
た
ち
は
、
ち
が
つ
服
を

る
つ
世
」
心
配
し
ま
す
。
ぼ
く
が
小
さ
者
た
。
後
で
1

母
が
、
ガ
ラ
ス
に
張
り

い
時
、
こ
け
て
頭
を
つ
っ
た
時
父
が
す
つ
け
た
。
今
で
も
、
張
つ
で
あ
る
ガ
ラ

ぐ
お
医
者
へ
連
れ
て
い
っ
た
と
言
明
つ
こ
ス
を
見
石
と
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
い

出
す
。
け
ん
か
を
す
る
た
び
に
、
い
け

な
い
な
あ
と
思
つ
。

父
は
、
細
か
い
こ
と
に
よ
く
気
が
つ

く
。
苦
労
を
す
る
か
ら
し
ら
が
が
多
い

の
だ
と
き
一
回
一
っ
て
い
る
。

早
く
、
お
と
う
さ
ん
を
楽
に
さ
し
て
あ

平
J

4

」、。
l
j
L
 

お
と
う
さ
ん
あ
り
が
と
う
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
働
い
て
く
だ
さ
い
。

ロ=司

始

末

人

-
4
 

火

の

(2) 

入
学
前
の
し
つ
け
か
た

日

新

入

学

を

ま

b
か

あ

さ

ん

方

""'-.. 

つ

昭和 38年 2月 10 

規
律
正
し
い
団
体
生
活
が
で
き
る
た
め
に
、
学
校
生
活
に
す
ぐ
と
け
こ
ん
で
い
け
る
た
め
に
、
新
入
児
を
持

つ
お
か
あ
さ
ん
方
へ
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

ずお
一

お調菟犀電

父

の

日

の

作

文

か

ら

号

滋

大
洲
小
五
年

片

岡

4 8 方ア

ι 

定

資

産

税

期I'rl

第

四

頼

たねずみ退治ミを=1
L一司いまのうちに

の

柏
市
期
は
、

=町ぐるみで効果百倍=

ね
ず
み
は
、
食
物
や
衣
類
、
家
具
な

ど
を
食
べ
荒
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
腸

チ
ブ
ス
、
セ
キ
リ
な
ど
の
伝
染
病
ゃ
、

食
皇
田
な
ど
の
病
源
を
一
運
ぶ

ωで、

ど
こ
で
も
き
ら
わ
れ
ま
す
。

ね
ず
み
は
、
三
月
ご
ろ
か
ら
繁
殖
期

が
始
ま
り
、
五
、
六
月
ご
ろ
が
も
っ
と

も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
逆
に
い
ち
ば

ん
少
な
い
の
は
、
一
、
二
月
ご
ろ
で
、

こ
の
時
期
に
う
ま
く
退
治
し
て
し
ま
い

ま
し
ょ
4

っ。

ね
ず
み
を
退
治
す
る
に
は
‘
ね
ず
A
げ

が
生
活
す
る
環
境
を
な
く
し
、
薬
剤
や

ね
ず
み
取
り
器
を
組
み
合
せ
て
使
い

ま
す
。
ま
た
隣
り
近
所
が
協
力
し
て
行

-
な
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

月

十

八
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酬
一
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
地

哨

て

あ

/

器

ど

蜘

一

川

し

一

づ

を

に

と

火

な

す

川

百

問

題

で

お

困

り

の

方

は

、

気

軽

に

ご

相

一

=

刊

力

)

η

ノ

消

布

で

川

一

談

さ

れ

解

決

の

手

が

か

り

に

し

て

下

守

口

巾

ざ

一

一

一

明

協

部

キ

ら

に

毛

シ

叫

一

ぃ

。

(

市

農

業

委

員

会

)

川

め

↑

レ

仙

と

本

、

ツ

た

ず

、

ケ

川

一

マ

消

〕

配

転

問

問

動

-

£

へ

必

識

団

は

ハ

で

て

シ

う

キ

州

-

蜘

』

-

f

右

ヵ

刃

附

防

す

き

標

が

わ

ト

よ

は

川

一

市

分

団

長

酬
ロ
μ山
一

一

し

守

山

川

焼

M
V

自

で

と

目

火

あ

ブ

し

の

州

一

(

新

任

)

山

本

朝

一

信

可

村

憂

ぐ

り

人

に

印

話

の

ろ

ら

も

、

ま

る

川

一

三

善

分

団

長

川

戸

一

は

坊

ょ

1

ル

矧

電

M

h

」

か

て

は

し

け

州

一

(

曜

γ
以
浅

U1
・

苅

M

K
人

収

市

貯

見

と

プ

っ

き

消

か

山

一

:
3
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を

州

一

ー

で
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一
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で

民
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は

事

事

卜

に

い

ん

水

蜘

一

論

議

警

川

張
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一

r

消

U
市

の

帰

火

火

ス

事

な

包

接

蜘

一

h

a

J

投

獄

洲

切

れ

込

守
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伽

d
一

一

一

肘

間

金
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刊

る

N

硝

火

の

で

直

い

一

圃

青

い

物

の

少

な

川

こ

の

日

、

安

く

目
ル
ハ

-

4

一
て
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多
い
も
や
し
を
た

H

A

'

ノ

山

一

川

FL

⑨

⑨

⑨

些

/

¥

ざ

ん

使

い

ま

し

ょ

う

。

川
一
煮
た
っ
た
お
湯
に
一
分
ぐ
ら
い
つ
け
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市
の
保
険
衛
生
課
で
は
、
地
区
長
さ
ん
二
一
、
三
日
食
べ
な
い
と
死
ん
で
し
ま
一
こ
う
す
る
と
、
物
か
げ
な
の
で
、
安
一
て
一
斉
に
ね
ず
み
取
量
害
行
一
甘
め
の
三
杯
酢
に
す
る
と
変
っ
た
風
味

か
暴
露
へ
ね
ず
み
退
治
の
薬
剤
て
っ
。
一
心
し
て
(
?
)
ね
ず
み
取
り
に
か
一
な
い
ま
し
き
。
自
分
の
家
だ
一
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
み
そ
し
る

(
ク
マ
リ
ン
剤
:
・
民
謡
人
畜
に
寄
は
亙
警
作
ら
せ
な
い
。
お
勝
手
の
あ
一
か
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
け
退
治
し
た
の
で
は
生
き
残
一
っ
た
ね
や
、
す
き
焼
な
べ
に
入
れ
た
り
、
皇

少
い
)
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
一
げ
板
の
下
と
か
、
望
台
の
下
と
か
一
⑤
毒
だ
ん
ご
毒
つ
時
主
主
一
ず
み
が
隣
り
へ
引
越
し
て
行
く
と
一
風
の
い
話
も
の
に
す
る
と
、
あ
た
た

す
か
ら
、
み
ん
な
が
一
協
力
し
て
ね
ず
み
一
ち
ょ
っ
と
人
目
に
つ
か
な
い
所
を
よ
一
め
て
震
を
せ
ず
に
、
物
か
げ
に
一
い
う
こ
と
ち
あ
ふ
、
死
な
ず
に
か
く
て
お
い
し
い
お
料
理
が
で
き
ま
す

が
繁
殖
期
に
は
い
る
官
退
治
し
て
し
一
く
標
す
る
。
ね
ず
み
の
毒
と
一
置
く
ほ
宗
効
果
的
手
。
ま
喜
一
移
動
し
た
だ
け
で
は
、
ま
す
ま
す
圏
空
気
が
か
わ
い
て
い
る
の
で
万
一
火

ま
い
ま
し
ょ
っ
。
一
し
て
、
物
か
げ
と
か
安
心
し
て
食
べ
一
か
り
配
布
す
る
薬
剤
は
一
定
量
を
置
て
か
え
て
し
ま
っ

Eに
な
り
そ
一
言
す
と
、
大
火
事
に
な
っ
て
し
ま
い

ね
ず
み
退
治
の
室
内
つ
ぎ
の
と
一
ら
れ
る
震
が
な
く
な
る
と
、
皇
室
朝
こ
れ
を
見
廻
っ
て
食
べ
た
一
ね
ず
み
が
、
あ
ま
り
身
近
に
い
る
一
ま
す
。

お
り
で
す
@
一
し
て
よ
り
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
一
だ
け
不
足
分
喜
で
こ
れ
を
石
め
「
あ
あ
ま
た
ね
ず
み
か
」
ぐ
ら
一
火
災
の
原
因
の
つ
有
一
番
多
い
の

①
ね
ず
み
の
出
入
口
を
か
き
。
一
④
ね
ず
み
取
り
を
置
く
場
合
は
品
一
繰
返
し
て
食
べ
な
く
な
る
ま
で
存
下
の
感
覚
で
放
っ
て
お
き
が
ち
で
す
が
一
が
、
な
ん
と
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
な

②
食
べ
物
は
、
必
ず
戸
棚
に
入
れ
一
除
を
せ
ず
に
、
ね
ず
み
の
出
入
口
一
ま
す
。
一
こ
の
寒
い
こ
月
、
お
そ
く
と
も
三
月
を
の
だ
そ
う
で
す
。
た
ば
こ
は
、
だ
れ
で

野
菜
も
出
し
放
し
に
せ
ず
フ
タ
の
一
の
近
く
に
五
0
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し
石
隣
近
賞
、
ま
た
は
部
警
共
同
し
利
用
し
て
退
治
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
一
も
気
軽
に
吸
い
ま
す
し
、
公
認
容

あ
る
入
れ
物
に
し
ま
っ
。
ね
ず
一
三
百
墜
に
つ
け
、
一
方
に
は
板
一

i

l

i

l

i

-

-

す

V
A
E配
ホ
引
そ
の
つ
ど
一
い
の
官
火
事
一
お
つ
な
が
り
ま
で
は

み
は
、
飢
え
に
案
外
弱
い
の
で
一
か
え
で
か
げ
を
つ
く
っ
て
や
る
。
一
一
日
農
地
一
農
業
委
員
会
へ
葉
町
し
、
問
題
準
決
一
考
え
つ
か
ず
に
、
そ
の
へ
ん
に
ポ
ン
ζ

一
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
が
一
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
と
思
わ

相
談
所
開
設
一
今
回
特
に
聖
日
程
菜
種
謀
か
れ
ま
す
。
充
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

と
き
三
月
四
日
午
前
十
時
か
ら
午
一
ら
小
室
票
出
張
さ
れ
、
豊
富
子
。

後

四

時

ま

で

一

f
、.
1・・
Er--12
・・

f
t
・-
i・2

・

と
こ
ろ
市
庁
ホ
i
ル

こ
れ
だ
け
は
、
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大
洲
体
協
ハ
イ
キ
ン
グ
部
は
1

市
民

の
保
健
、
融
和
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
約
六
O
名
の

部
員
を
も
っ
て
い
ま
す
。
部
は
一
部
の

市
民
の
ハ
イ
キ
ン
グ
部
で
は
な
く
、

H

全
市
民
の
も
の
μ

だ
と
い
う
こ
と
で
す

月
例
行
事
は
、
地
域
代
表
者
h

部
の
)

を
通
じ
撞
轄
し
て
お
り
ま
す
が
、
を

そ
の
日
に
護
支
え
が
で
き
た
と
き
は
、

次
の
計
画
に
脅
っ
て
参
加
さ
れ
る
よ
う

係
で
は
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
大
洲
体
協
あ
て
お
問
合
せ
下
さ

い
。
な
お
、
今
後
さ
し
あ
た
り
の
計
画

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
誘

い
を
か
ね
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
月
例
会
大
川
嶺
ス
キ
I
練
留

一
ニ
月
例
会
壷
神
山
ハ
イ
キ
ン
グ

四
月
例
会
定
期
総
会

五
月
以
降
の
例
会
に
つ
い
て
は
、
四
月

の
定
期
総
会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
守
ろ
う

ハ

イ

キ

ン

グ

部

か

ら

本
市
は
、
農
業
栂
造
改
善
事
業
の
指

定
を
受
け
、
農
業
関
係
の
一
事
情
は
著
し

O
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
一
⑥
夜
間
四
乗
る
と
き
は
必
ず
灯
火
を
つ
一
ぃ
変
革
を
あ
り
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

一

一

ま

す

が

、

廃

業

経

営

の

甚

盤

で

あ

る

農

⑨

規

則

で

定

め

ら

れ

量

度

で

運

転

一

け

て

下

さ

い

。

一

し
ま
し
ょ
う
。
言
語
、
奈
の
手
信
号
を
し
て
下
一
地
は
、
蓄
が
増
加
し
、
又
小
作
地
の

一

5

一
返
還
問
題
や
相
隣
関
孫
、
相
続
贈
与
等

⑥

酒

を

呑

ん

で

運

転

す

る

の

は

や

め

一

さ

し

一

一

一

の

問

題

に

つ

い

て

複

雑

な

事

情

な

の

つ

ま

し

ょ

う

。

一

⑥

二

A
乗
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
一

一

一

て

お

困

り

の

方

が

あ

る

こ

と

と

思

い

ま

⑥
免
許
を
£
ら
な
い
で
運
転
す
る
の
一
⑥
か
さ
を
さ
し
て
零
ゐ
こ
と
は
危
険
一

|
|
l
i
l
i
-
-

は

や

め

手

レ

ょ

う

。

一

で

す

。

一

か

め

て

ま

っ

す

ぐ

に

早

く

通

り

ま

⑥
交
さ
点
辛
詐
り
角
で
は
必
ず
徐
行
⑥
手
放
し
乗
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
一
し
よ
う
。

し
ま
し
ょ
う
。
一
⑨
大
き
な
荷
物
を
積
ま
な
い
よ
う
に
一
⑨
車
の
す
ぐ
後
や
前
を
繍
断
す
る
こ

⑥
脇
見
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
一
し
ま
し
ょ
う
。
一
と
は
危
険
で
す
。

⑨
追
越
は
安
全
な
と
こ
ろ
で
し
ま
し
一
⑥
せ
ま
い
道
路
か
ら
広
い
震
に
入
一
⑨
雷
嘉
の
あ
量
で
は
青
色
の
と

ょ
う
。
一
る
と
き
は
安
全
を
た
し
か
め
て
進
一
き
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

⑥
踏
切
は
一
た
ん
停
車
し
て
左
右
の
一
み
ま
し
ょ
う
。
一
⑨
交
さ
点
で
は
車
に
注
岩
崎
し
て
急
に

安
全
室
~
し
か
め
て
通
り
ま
し
ょ
一

O
歩

く

人

へ

一

飛

び

出

さ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

⑨

道

路

の

右

側

を

通

っ

て

下

さ

い

。

一

ぅ

。

。
自
転
車
に
乗
る
人
へ
}
⑨
道
官
横
切
る
と
き
は
安
全
を
た
し
一

日
で
す
。

H
交
通
事
故
な
く
す
た
め
に
H

\\l\\~、、

(
大
洲
欝
察
署
)


